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53．1231による甲状腺機能検査

　　一6時間および24時間摂取率の比較一
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　医療用サイクロトロンの普及によって1231が容易に

入手できるようになり，従来の1311にかわって1231が

甲状腺核医学検査に使用されるようになってすでに10年

が経過した．1231は短半減期のため，イメージングは

4～6時間の像が一般的になっているにもかかわらず，

摂取率に関しては，従来どおり24時間値も測定している

施設が多い．日生病院においても，1231100μCiカプセ

ルの経口投与後，6時間後のスキヤニングおよび摂取率

の測定を行い，さらに24時間後の摂取率も測定してきた．

　過去10年間に日生病院核医学検査室において1231甲

状腺検査を行い，6時間および24時間摂取率を測定し得

たのは799例であり，このうち，臨床経過，各種内分泌

検査によって甲状腺機能が明らかなものは285例である

（Hyperthyroidism　116例，　Euthyroidism　128例，　Hypo－

thyroidism　41例）．今回，これらの6時間と24時間摂取

率を比較検討したところ，両者にはきわめて良好な相関

関係がみられた．また，甲状腺機能状態の判定は6時間

値のみで十分可能であり，24時間値は必ずしも必要とは

いえなかった．

　甲状腺疾患の患者の多くが外来通院であり，24時間摂

取率の測定のために翌日再来院させることは時間的負担

も大きい，今後，RI投与6時間後のイメージングおよ

び摂取率の測定で検査を終了できると考えられた．

54．201Tl－dynamic　stodyによる腫瘤性甲状腺腫の鑑別
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　甲状腺腫瘤の良悪を鑑別するため，201Tl－dynamic

studyを施行した．201Tl－chloride　l～2mCi静注と同

時に1フレーム30秒，計120枚，1時間のdataを収集し，

time－activity　curveを，病巣部，健側甲状腺，　back－

groundで作成，次のパラメータを算出し，グループ分

類した患者について検討した．

　算出したパラメータは，1）Tmax：カウント数が最大

になるまでの時間，2）T1／2：カウント数最大から1／2に

なるまでの時間，3）D．1．（distribution　index）：病巣部

と健側甲状腺との最大カウントの比，4）P．C．（perfusion

curve）：病巣部／健側甲状腺の経時曲線である．また，

患者のグループ分類はGroup　Ia：adenoma　11例，Group

Ib：adenomatous　goiter　3例，　Group　II：malignant

tumor　11例である．

　結果は次のとおりである．Tm。Xは各グループ間でオ

ーバーラップしていた．T1／2はGroup　Iaでは8例は

10～3C分だが，　Group　IIでは1C例1時間以上と延長し

ていたがオーバーラップするものもあった．D．1．は

Group　Iaは高値（2．08士0．56），　Group　IIは低値（1．11±

0．53）を示し，5％の危険率で有意差を認めた．また1．4

以上では1例を除いて全てadenomaで，1．3以下では，

全例malignant　tumorであった．　P．C．は下降型は全例

adenoma，上昇型は10例中9例悪性であった．平行型で

オーバーラップしていた．adenomatous　golterでは一

定の関係を見いだせなかった．

55．甲状腺がん肺・骨転移に対する1－131アイソトー

　　プ治療一転移部位の診断について一
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　放射性ヨード（1－131）を用いるアイソトープ治療は甲

状腺がんの肺・骨転移に対するほとんど唯一の有効な治

療法である．最近5年間に1－131アイソトープ治療を行

った甲状腺がん症例のうち，肺・骨転移を有した2C症例

の主として診断について検討した．

　甲状腺がん肺転移の約70％（13／18）は胸部X線の異

常から転移を発見されたが，そのうち約60％（8／13）の

症例は1・131を集積し，1－131アイソトープ治療によく

反応した．また約30％（5／18）の症例は1・131シンチに

よってのみ肺転移が診断され，TL201シンチ，胸部単

純X線検査，X線CTでも異常が指摘できなかった．

　甲状腺がん骨転移8症例，18病変のうち6例は，四肢

のしびれなどの自覚症状が出現してから骨転移が診断さ

れており，骨転移の発見は非常に困難である．自覚症状
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